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 高透光性 PSZ のディスク状試料を両面研磨後、片面をサンドブラストし試料とした。この試料に
異なる組成の mZrO2/ SiO2 {10/1,8/3, and 6/5 (w/w)} 分散液を塗布後、異なる温度(1000, 1300, 
1500°C)で熱処理を行った。機械的性質の評価には二軸曲げ試験を行い、表面処理層の分析・評価に





 mZrO2/SiO2の組成を重量比 10/1 で固定し熱処理温度を変化させた場合、非処理群と比較して、温
度 1000°C あるいは 1300°C で熱処理したものは機械的強度に有意な差が認められなかった。一方、
1500°C で熱処理したものは機械的強度に有意な差が認められた。1000°C で熱処理した試料は平均
440 MPa の強度を示し、1500°C で熱処理した試料は平均 725 MPa の強度を示した。 




 熱処理温度を 1500°C で固定し、分散液の重量比（mZrO2/SiO2）を変化させて二軸曲げ強さを測定
したところ、重量比が最大（20/1）あるいは最小（6/5）の場合には非処理試料と比較して有意な差は
認められなかった。一方、重量比 10/1 と 8/3 の時に有意な差が確認でき、重量比 10/1 の時に最大値





































的強度が最大 170%まで向上した。今回の手法は高透光性 PSZ の機械的性質の向上に有効な方法であ
ることが示された。 
 








































 高透光性 PSZ の機械的強度を向上させるため、異なる添加物を使用する手法、あるいはジルコ
ニア表層にガラス浸漬する手法等がこれまでに報告されている。しかし、これらの手法によって
得られる高透光性 PSZ の機械的強度は不十分である。 
 本研究では、表面圧縮応力層を付与して高透光性 PSZ の機械的性質を改善する新規手法の開
発を目的とし、単斜晶 ZrO2（mZrO2）/ SiO2分散液を高透光性 PSZ 表面にコーティングした後に
熱処理を行った。この際、コーティング材組成および熱処理温度を変化させ、これらの処理条件
が高透光性 PSZ の機械的性質および表面処理層に及ぼす影響について検討した。 









くした場合、SEM 観察からは顆粒状結晶の成長が認められ、XRD 解析からは mZrO2ピーク幅の
減少が認められた。コーティング材組成を変化させた場合、ある一定値以上に SiO2を増加させる
と顆粒状結晶の成長が抑制され、さらに mZrO2 の消失が確認され、立方晶 ZrO2 あるいは正方晶
ZrO2 の生成が確認された。これらの結果から、結晶成長した mZrO2 をコーティングすることで
透光性 PSZ の機械的強度を向上させることができ、母材である PSZ とコーティング層の熱膨張
係数の差を利用して表面圧縮応力層を付与させることが機械的強度向上に重要であることが示
された。 
 
以上のように、本論文は審美性に優れるジルコニアの機械的強度を向上させるための新しい
知見を示すものであり、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める。 
